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主　な　内　容もちつきペッタンもちつきペッタン
　町内３保育所では12月、昔ながらの杵（きね）と臼（うす）　町内３保育所では12月、昔ながらの杵（きね）と臼（うす）
を使ってもちつき会が行われました。を使ってもちつき会が行われました。
子どもたちの「ヨイショー、ヨイショー」のかけ声に合わせて、子どもたちの「ヨイショー、ヨイショー」のかけ声に合わせて、
保護者が一生懸命餅をつきました。保護者が一生懸命餅をつきました。
できあがったお餅は、「あんこ餅」や「きな粉餅」、「お雑煮」できあがったお餅は、「あんこ餅」や「きな粉餅」、「お雑煮」
などにしていただきました。などにしていただきました。

（写真：12月19日、駒ヶ嶺保育所にて）（写真：12月19日、駒ヶ嶺保育所にて）
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あけましておめでとうございます 年頭あいさつ

２００８

健
や
か
な
生
活
、支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

新
地
町
長　
加　

藤　

憲　

郎

　

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
郵
政
民
営
化
な
ど
、
新
し
い
時
代
に
向
か
っ
た

「
待
っ
た
な
し
の
改
革
」
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
教
育
問
題
や
環

境
問
題
な
ど
改
革
の
新
し
い
波
が
次
か
ら
次
へ
と
押
し
寄
せ
、
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
町
民
と
行
政
と
が

一
体
と
な
っ
て
、「
町
民
と
の
協
働
」
と
「
行
財
政
改
革
」
の
推
進

を
は
か
り
、
地
域
の
独
自
性
あ
る
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
町
民
の
元
気
と
安
心
を
テ
ー
マ
に
、
基
本
施
策
の
一

つ
で
あ
る
「
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
し
た
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
の
た
め
に
自
分
の

か
ら
だ
と
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
、｢

誰
も
が
住
み
た
く
な

る
ま
ち｣

の
基
本
で
す
。
誰
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

い
と
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
健
や
か

な
生
活
が
で
き
る
条
件
整
備
、
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
考
え
て
い

ま
す
。

  

さ
ら
に
、
長
引
く
景
気
低
迷
、
困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
づ

く
り
、
教
育
が
大
切
で
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
に
係
る
施
策
を
総

合
的
に
と
ら
え
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
行
政
の
連
携
を
強
化
し
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
ぶ
た
め
、
学
校
の
整
備
を
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
進
め
る
と
と
も
に
、
少
子
化
時
代
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
新
地
町
に
、
地
域

の
力
を
合
わ
せ
て
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
と
の
語
ら
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ
た
伝
統
と
文
化
を
活
か
し
て
、
未
来

へ
の
新
し
い
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

建
設
的
な
政
策
提
言
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り　
　

新
地
町
議
会
議
長　
齋　

藤　

賢　

一

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
２
０
０
８
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
心
よ

り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
統
一
地
方
選
挙
が
あ
り
、
行
財
政
改
革
が
必
須
の

な
か
、
16
名
か
ら
13
名
に
議
員
定
数
の
削
減
を
断
行
し
、
選
挙
に
臨

み
ま
し
た
。
４
月
22
日
、
激
戦
の
中
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
を

も
っ
た
13
名
の
議
員
が
誕
生
し
、
５
月
１
日
に
初
議
会
に
お
い
て
構

成
の
選
任
が
あ
り
、
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
適
正
な
議
会
運
営

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
で
は
専
門
的
に
所
管
事
務
を
調
査
す
る
三
つ
の
常
任

委
員
会
か
ら
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の

二
つ
に
し
ま
し
た
が
、
高
速
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
、
並
び
に

火
力
発
電
所
の
３
，
４
号
機
の
増
設
を
す
す
め
て
お
り
ま
し
た
新
地

発
電
所
増
設
等
促
進
特
別
委
員
会
も
改
め
て
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

議
案
等
の
調
査
、
審
査
を
よ
り
詳
細
に
行
う
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
や
す
い
新
地
町
を
創
る
た
め
、
着
実
に
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
社
会
情
勢
は
、
経
済
格
差
の
問
題
、
政
治
不
信
の

問
題
、
社
会
秩
序
の
問
題
等
々
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
全
町
民
が
一
丸
と
な
り
、
行
政
の
役
割
、
議

会
の
責
任
、
町
民
の
果
た
す
役
割
を
き
ち
ん
と
認
識
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
行
財
政
改
革
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
自
主
財
源
の

確
保
、
教
育
力
の
向
上
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
求
め
ら
れ
る
行
政
運
営
が
行
わ
れ
る

よ
う
し
っ
か
り
監
視
し
、
建
設
的
な
政
策
提
言
を
し
て
い
く
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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▲  福田地区（勤労青少年ホーム）のまちづくり懇談会の様子

町民と町との協働のまちづくりに向けて町民と町との協働のまちづくりに向けて

　町では、今後のまちづくりに役立てようと、町民の　町では、今後のまちづくりに役立てようと、町民の
皆さんと地域の課題や活性化策などについて話し合皆さんと地域の課題や活性化策などについて話し合
う、まちづくり懇談会を開催しました。う、まちづくり懇談会を開催しました。
　まちづくり懇談会は、昨年11月 16日から11月　まちづくり懇談会は、昨年11月 16日から11月
21日にかけて町内３カ所で地区別懇談会を、11月21日にかけて町内３カ所で地区別懇談会を、11月
14日に企業誘致のテーマ別懇談会をそれぞれ開催し、14日に企業誘致のテーマ別懇談会をそれぞれ開催し、
延べ156人の方に参加していただきました。延べ156人の方に参加していただきました。

３地区・１テーマでまちづくり懇談

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
別
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
は「
企
業
誘
致
」を
テ
ー

マ
に
、
町
内
企
業
２
社
を
訪
問
す

る
と
と
も
に
、
新
地
イ
ン
タ
ー
周

辺
工
業
用
地
予
定
地
、
駒
ヶ
嶺
工

業
用
地
等
を
視
察
し
た
後
、
役
場

の
会
議
室
で
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

懇
談
で
は
、「
企
業
誘
致
は
行

政
だ
け
で
行
う
の
で
は
な
く
、
一

般
町
民
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
実
施
し
た
ら
い
い

と
思
う
」「
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

を
選
ん
だ
か
ら
に
は
、
大
き
な
企

業
を
幾
つ
も
誘
致
し
な
い
と
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
」「
町
内
に

る
湧
き
水
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
、
町
で
調
査
し
、
所
在
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
」「
基
金

を
使
わ
ず
に
ま
ち
づ
く
り
を
し
、

活
力
あ
る
新
地
町
に
し
て
い
く
た

め
に
、
町
民
一
人
一
人
が
協
力
で

き
る
体
制
を
つ
く
り
、
少
な
い
財

政
支
出
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に
考

え
て
欲
し
い
」、
福
田
地
区
で
は

「
若
者
向
け
の
住
宅
整
備
の
方
法

と
し
て
、
民
間
で
ア
パ
ー
ト
を
建

設
し
、
入
居
は
町
で
責
任
を
持
つ

と
い
う
借
り
上
げ
方
式
が
い
い
方

法
だ
と
思
う
が
ど
う
か
」
な
ど
で

す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
庁
内

会
議
な
ど
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

【
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
年
々
、
町
の
財
政
が
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
今
後
合
併

し
な
い
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
、

財
政
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
町
で
は
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
り
、
今
後
10
年
間
の

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

将
来
に
向
け
て
自
立
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

【
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
新
地
町
は
学
力
的
に
レ
ベ
ル

が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
町

で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
４
月
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
と

同
時
に
行
わ
れ
た
学
習
状
況
調
査

の
結
果
で
、
新
地
町
が
他
と
大
き

く
違
う
の
は
、
毎
日
家
庭
学
習
す

る
時
間
。
小
学
生
は
全
国
平
均
で

あ
る
が
、
中
学
高
校
に
な
る
に
つ

れ
勉
強
し
な
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、

学
力
が
伸
び
な
い
。
各
学
校
で
は
、

ど
う
や
っ
て
子
ど
も
に
勉
強
さ
せ

る
か
を
必
死
に
考
え
て
い
る
。

【
福
田
小
学
校
改
築
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
福
田
小
学
校
は
い
つ
建
て
る

の
か
気
に
な
っ
て
い
る
。
目
標
を

教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
福
田
小
学
校
は
、
平
成
19
年

度
基
本
設
計
、
平
成
20
年
度
実
施

設
計
、
平
成
21
年
度
建
設
着
工
で

計
画
し
て
い
る
。

　

懇
談
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

新
地
会
場
で
は
、「
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
町
内
に
豊
富
に
あ

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
も

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

働
く
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

関
連
施
設
の
訪
問
も
実
施

　

懇
談
会
で
は
、
平
成
19
年
度
の

町
の
主
要
な
事
業
等
（
Ⅰ
常
磐
自

動
車
道
、
Ⅱ
企
業
誘
致
、
Ⅲ
新
地

駅
前
周
辺
整
備
、
Ⅳ
座
礁
船
の
撤

去
作
業
、
Ⅴ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

Ⅵ
福
田
小
学
校
改
築
、
Ⅶ
県
道
改

修
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
説

明
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
町
の
考
え
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

主
要
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
等

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明

は
30
代
か
ら
40
代
の
人
の
働
く
場

所
が
少
な
い
と
思
う
が
、
企
業
か

ら
み
れ
ば
働
く
人
が
い
な
い
と
い

う
。
年
々
出
生
数
が
少
な
く
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
働
く
若
者
の

定
着
の
た
め
に
住
宅
整
備
が
必
要

だ
と
思
う
」「
遊
休
農
地
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
都
会
人
の
ア
グ

リ
体
験
や
、
建
設
業
者
の
農
業
起

業
、
地
ビ
ー
ル
作
り
な
ど
し
て
も

雇
用
の
創
出
は
図
れ
る
と
思
う
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で

は
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
自
ら
が

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
、
あ

る
い
は
ど
ん
な
分
野
で
、
ど
ん
な

形
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る

の
か
と
い
っ
た
意
見
が
数
多
く
だ

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
に
対
す
る
要
望
だ
け
で
は
な

く
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
意

思
表
示
や
町
民
参
加
の
方
法
を
示

唆
す
る
よ
う
な
内
容
の
発
言
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
、
２
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
後
期
基
本
計
画
で
は
、
町

民
と
町
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
施
策
の
柱
の
ひ
と
つ
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
い
た
だ

い
た
意
見
等
は
、
庁
内
会
議
な
ど

で
検
討
す
る
と
共
に
、
職
員
間
で

も
情
報
の
共
有
を
図
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
（
☎
62
２
１
１
２
）

▲  ㈱福島ニチアスを企業訪問

▲  新地地区（農村環境改善センター）の懇談会▲  駒ヶ嶺地区（駒ヶ嶺公民館）の懇談会

ホームページにも掲載
　まちづくり懇談会で話し合わ
れた内容は、町ホームページに
詳しく掲載しています。
アドレス
　http://www.shinchi-town.jp/
①各課のページ→②企画振興課
→③平成19年まちづくり懇談会記録

地区名 参加人数

新 地 地 区 ６３人

駒ヶ嶺地区 ４１人

福 田 地 区 ４２人

■地区別参加人数

テーマ 参加人数

企 業 誘 致 １０人

合 計 １５６人

■テーマ別参加人数
地
区
別

　

地
区
別
懇
談
会
で
は
、
各
会
場

で
、
働
く
環
境
づ
く
り
や
人
口
の

増
加
策
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
町
で
は
常
磐
自

動
車
道
新
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
土
地
活
用
事
業
、
旧
駒
ヶ

嶺
小
学
校
跡
地
の
工
業
用
地
と
し

て
の
利
用
、
中
核
工
業
団
地
東
地

区
の
Ｘ
区
画
へ
の
企
業
誘
致
な
ど

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
働
く
場
所

を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
、
同
時
に
、
新
地
駅
前
区
画
整

理
事
業
、
町
営
住
宅
の
整
備
、
相

馬
中
核
工
業
団
地
な
ど
に
進
出
や

増
設
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
対

し
、
社
員
の
方
に
新
地
町
に
住
ん

で
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
し
た
り
し

て
、
人
口
増
加
策
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

人
口
対
策
、
雇
用
の
確
保
策

町
の
考
え
を
説
明

テ
ー
マ
別
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民
生
児
童
委
員
の
辞
令
交
付
式

が
平
成
19
年
12
月
３
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
の
民
生
児
童
委
員
は

26
人
で
、
平
成
19
年
12
月
１
日
付

け
で
、
厚
生
労
働
大
臣
と
福
島
県

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
新

任
は
８
人
、
再
任
は
18
人
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成
19
年
12
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

　

交
付
式
の
後
、
民
生
児
童
委
員

協
議
会
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、

会
長
に
名
取
友
雄
さ
ん
（
新
地

町
）、
副
会
長
に
寺
島
吉
一
さ
ん

（
大
戸
浜
）
と
斎
藤
良
子
さ
ん
（
藤

崎
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
行
政
区
を
担
当
す
る
民
生
児

童
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
第
１
行
政
区

　

佐
藤　

良
子（
沢
口
・
鉄
炮
町
・
大
山
田
）

◆
第
２
行
政
区

　

森　

タ
カ
子
（
中
里
・
明
地
）

◆
第
３
行
政
区

　

目
黒　

時
子
（
木　

崎
）

　

谷　
　
　

隆
（
埓　

浜
）

　

寺
島　

妙
子
（
作　

田
）

◆
第
４
行
政
区

　

加
藤　

孝
夫
（
上
真
弓
・
下
真
弓
）

◆
第
５
行
政
区

　

宇
佐
美
秀
幸
（　

岡　

）

　

斎
藤　

弘
子
（　

岡　

）

● 

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
と
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
設
置
条

例
の
一
部
改
正

　

下
水
道
使
用
料
と
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
使
用
料
の
徴
収
を
、

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
隔
月
検

針
、
徴
収
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
業
務
を
委
託
し
て
い
る

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
に
お

い
て
、
毎
月
の
水
道
使
用
水
量
検

針
及
び
料
金
徴
収
の
方
法
を
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
隔
月
検
針
、

徴
収
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う
も

の
で
す
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

６
４
０
万
３
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

● 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
，

１
７
１
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

● 

町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
，

７
０
０
万
２
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

● 

町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

６
０
９
万
４
千
円
を
減
額
し
ま
し

た
。

●
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

30
万
８
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
並
び
に
福
島
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
、
給

料
月
額
を
平
均
０
．
49
％
、
期

末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．

０
５
月
分
、
扶
養
手
当
及
び
通
勤

手
当
の
支
給
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
議
会
定
例
会

▲  新しく任命された民生児童委員のみなさん

◆
第
６
行
政
区

　

早
川　

忠
美
（
杉　

目
）

◆
第
７
行
政
区

　

名
取　

友
雄
（
新
地
町
）

　

清
野　

正
子
（
中　

島
）

◆
第
８
行
政
区

　

松
谷　

昭
男
（
小　

川
）

　

渡
辺
ア
イ
子
（
小　

川
）

◆
第
９
行
政
区

　

森　
　

洋
子
（
釣　

師
）

　

荒　
　

和
子
（
釣　

師
）

◆
第
10
行
政
区

　

寺
島　

吉
一
（
大
戸
浜
）

◆
第
11
行
政
区

　

佐
藤　
　

孝
（
今　

泉
）

◆
第
12
行
政
区

　

菅
野　

喜
一
（
菅　

谷
）

　

佐
藤　

清
子
（
高　

田
）

◆
第
13
行
政
区

　

目
黒　

洋
子
（
城
内
・
駒
ヶ
嶺
町
）

　

阿
部
久
美
子
（
上
ノ
町
・
新
町
）

◆
第
14
行
政
区

　

斎
藤　

良
子
（
渋
民
・
藤
崎
）

　

菅
野　

一
子
（
今　

神
）

◆
第
15
行
政
区

　

佐
藤　

信
清
（
富
倉
・
原
相
善
）

◆
主
任
児
童
委
員

　

水
戸　

修
子

　

八
巻　
　

円

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
ち
、
常

に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
地
域
住

民
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助

を
行
う
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
心

的
な
担
い
手
で
す
。

　

民
生
委
員
法
及
び
児
童
委
員
法

に
よ
り
設
置
が
定
め
ら
れ
、
民
生

委
員
と
児
童
委
員
は
兼
務
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
、
担
当
地
区
を
も
つ
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
す

る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

◎
活
動
内
容

　

主
な
職
務
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

社
会
調
査
、
相
談
、
情
報
提
供
、

　

連
絡
通
報
、
調
整
、
生
活
支
援
、

　

意
見
具
申

　　

相
談
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地

域
の
民
生
児
童
委
員
に
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
知
り

得
た
情
報
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

ら
れ
ま
す
。

地域福祉の担い手
民生児童委員決まる

あなたの相談相手～民生委員・児童委員はいつもそばにいます。

▲  自宅で行われた賀寿贈呈式。大島副町長（右）から
祝状を受ける信子さんの長女目黒美枝子さん（左）

▲  目黒信子さん（中央）を囲んで、左から長女の美枝子さん、
孫の智彦さん、ひ孫の健人さん、甥の妻の目黒正子さん

　

明
治
40
年
12
月
20
日
生
ま
れ

の
目
黒
信
子
さ
ん
（
小
川
）
が
、

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し

た
。

　

現
在
、
信
子
さ
ん
は
、
相
馬
市

の
介
護
老
人
保
健
施
設
に
入
所
中

の
た
め
、
12
月
20
日
、
自
宅
で

長
女
の
美
枝
子
さ
ん
に
、
町
か
ら

町
長
賀
寿
祝
状
と
特
別
敬
老
祝
金

10
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
知
事
賀
寿
と
記
念
の
木
杯
、
新

地
町
議
会
祝
金
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
賀
寿
祝
状
と
祝
金
も
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

信
子
さ
ん
は
お
元
気
だ
と
美
枝

子
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
の
で
、
相

馬
市
の
保
健
施
設
を
訪
問
す
る

と
、
信
子
さ
ん
の
１
０
０
歳
を
祝

う
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
元
気
に
参
加
す
る
信
子
さ
ん
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

信
子
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠
い

で
す
が
、
家
族
や
施
設
の
職
員
と

の
会
話
も
普
通
に
で
き
、
祝
う
会

で
は
マ
イ
ク
を
握
っ
て
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気
に

あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
し
た
。
食
べ

物
の
好
き
嫌
い
は
な
く
、
好
物
は

ヨ
ー
グ
ル
ト
。「
長
生
き
の
秘
訣

は
？
」
と
聞
く
と
「
何
で
も
食
べ

る
こ
と
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

◆
新
地
野
ぶ
ど
う
会

黄
落
に

　
　

染
ま
り
て
ひ
と
り
生
死
あ
り

 

寺
島　

馬
城

か
さ
こ
そ
と

　
　
　

楽
し
さ
包
み
冬
木
か
な　

 

佐
藤　

芳
子

山
茶
花
の

　
　
　

散
り
行
く
庭
で
一
句
よ
む

 

斉
藤
と
も
子

あ
ん
ぽ
柿

　
　
　

日
差
し
よ
り
も
風
を
待
つ

　

 

野
地
せ
い
子

眠
ら
れ
ず
深
夜
放
送
夜
長
し

 

小
泉　
　

淑

息
白
く
小
学
生
の
朝
の
列

 

小
泉　

房
子

烏
瓜
梢
の
先
に
竿
ゆ
ら
す　
　

 

小
野
と
め
代

共
進
会
白
菜
の
尻
目
白
押
し　

 

加
藤　

白
穂

白
鳥
の
首
を
背
に
一
夜
明
く

 

代
光　

富
峰

目
黒
信
子
さ
ん
百
歳
お
め
で
と
う

目
黒
信
子
さ
ん
百
歳
お
め
で
と
う

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　

第
５
回
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
開
か
れ
、
新
地

町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
13
議
案
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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　平成19年度新地町歴史講座が12月 8日、約
５０人の受講者が参加して農村環境改善セン
ターで開催されました。
　今回の歴史講座は、仙台郷土研究会副会長で
新地町の歴史研究に携わっている吉岡一男先生
を講師に招き、幕末から現代に至るまでの新地
の行政区域のうつりかわりについて講演してい
ただきました。
　講演では、昔の生活習慣や土地の名前の由来
など身近な事例を交えながら、近代の新地町の
特色を分かりやすくお話しいただきました。

新地町の近代の歴史を学ぶ

　町体育協会主催による第 15回町民親善卓球
大会が 12月 23 日、町総合体育館で行われ約
200人が参加しました。
　大会は、小学生から一般まで、男女別にシン
グルス、ダブルス、ラージボール、男女混合
のダブルスなど１２部門に分かれて行われまし
た。
　今大会には町外からも多くの参加があり、レ
ベルの高い試合が行われました。

白熱した試合を展開　町民親善卓球大会

　永きにわたり、町民福祉のため支援と協力を
いただいた民生児童委員の林秀一さん（上真
弓）、小野俊文さん（小川）、荒とも子さん（今
神）の３人に 12月５日、加藤町長から厚生労
働大臣感謝状を伝達しました。
　林さんは、昭和 52年から 10期 30年間、小
野さんは５期 15年、荒さんは２期６年にわた
り地域で活動し、11月 30日付けで退任されま
した。
　長い間ご苦労様でした。

林秀一さんら３人に厚生労働大臣感謝状

▶ 

左
か
ら
感
謝
状
を
手
に
す
る
、
林
秀
一

さ
ん
、
小
野
俊
文
さ
ん
、
加
藤
町
長

　町では、第30回記念福島県小学生バレーボー
ル選手権大会兼第５回全国スポーツ少年団交流
大会福島県大会に出場する尚英ガッツＪＶＣと
尚英ガッツラッキースターズにそれぞれ激励金
を贈りました。
　町長から激励金を受け取った尚英ガッツＪＶ
Ｃの沼崎瑞貴キャプテンは、「６年生にとって
最後の試合なので、悔いの残らないよう精一杯
戦ってきたい。」尚英ガッツラッキースターズ
の松本楓キャプテンは、「チーム全員で力を合
わせて頑張ります。」とそれぞれ大会に向けて
の抱負を述べました。

尚英ガッツに激励金を交付

▶ 

チ
ー
ム
名
の
よ
う
に
「
ガ
ッ
ツ
」
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
で
勝
利
を
誓
う

　地元に残る昔話を勉強している昔語り教室の発表会
が12月 9日、農村環境改善センターで行われました。
　発表会は、昔語り教室の生徒のみなさんの語りを広
く聞いてもらおうと、今回はじめて開催されました。
　発表会の一部では、９人の公民館教室の生徒のみな
さんが新地に伝わる昔語りを発表したほか、二部では
新地昔語り教室講師の川辺洋子先生が「くいかけの
梅」、南相馬市の語り部（切り絵作家）の渡辺弘さん
が「屁たれ嫁ご」のお話しをそれぞれ行いました。
　なんともいえない朗らかな雰囲気に包まれ、優しく
語られる昔話に大人も子供も聞き入っていました。

温かみのある雰囲気で昔がたり

　新地町立小学校３校交流事業が 11月 21日、
新地小学校体育館で行われ、各小学校の４年生
９７人が参加しました。
　この交流事業は、授業を通して町内３校の児
童の交流を図ることを目的に、今回初めて行わ
れたもので、はじめは緊張していた児童たちも、
自分たちでチームを編成してドッジボールの試
合をするうちに、他校生ともすぐに仲良くなり
ました。
　一時間という短い時間でしたが、児童たちは
普段とは違った環境での授業を経験して、とて
も楽しんでいました。

町内三小学校児童がドッジボールで交流

▶ 

体
育
の
合
同
授
業
で
楽
し
く
交
流
す
る

児
童
た
ち

　第26回山元町・新地町親善少年剣道大会が11月25日、
宮城県山元町体育文化センターで行われました。
　大会には、両町の小中学生50人が参加。日頃から稽
古で鍛えた技と精神を競い合いました。
　新地町の成績は以下のとおりです。
【個人戦】 小学生・低学年の部（１～４年生）
 ▶第３位：泉田哲平（新地小４年） 
 小学生・高学年の部（５・６年生）
 ▶第３位：菅野　航（新地小６年）
【個人戦】中学生の部
 ▶優　勝：菅野裕樹（尚英中２年）
 ▶準優勝：菅野智也（尚英中２年）
 ▶第３位：西山悠平（尚英中２年）
 ▶　〃　：丸山紘輝（尚英中２年）
【団体戦】小学生の部　▶優勝：新地町　　
　　　　中学生の部　▶優勝：新地町

少年剣士が真剣勝負を挑む

▶ 

精
神
を
集
中
し
て
竹
刀
を
構
え
る
少
年
剣
士

▶ 

踊
り
を
披
露
す
る
会
員
の
み
な
さ
ん

▶ 
昔
な
つ
か
し
い
お
話
を
発
表
す
る
公
民
館

教
室
生
徒
の
み
な
さ
ん

　各流派新地町おどり会（加藤直義会長）主催
による「第27回現代舞踊発表会」が12月２日、
農村環境改善センターで９団体の会員など約
70人が参加して開催されました。
　発表会では、各流派の会員のみなさんが民謡
や演歌に合わせて華麗な踊りを披露、観衆から
は大きな拍手が送られました。
　また、プログラム最後の相馬盆唄では、会場
の観衆の人たちも踊りに参加、舞台と会場が一
体となってみんなで盛り上がりました。

華麗な踊りを披露

▶ 

新
地
は
歴
史
上
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た

と
話
す
吉
岡
先
生

▶
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
を
展
開
す
る
選
手
た
ち
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小
さ
な
詩
人
が
い
っ
ぱ
い
！

　

普
段
、
私
た
ち
が
何
気
な
く
目

に
し
て
い
る
光
景
で
も
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
は
、
驚
き
や
発
見
、

感
動
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

保
育
所
で
も
、
散
歩
に
出
か
け

て
も
、
日
常
生
活
の
中
で
も
、
子

ど
も
達
の
か
わ
い
い
つ
ぶ
や
き

（
言
葉
）
が
ポ
ン
と
飛
び
出
し
て

き
ま
す
。
知
っ
て
い
る
言
葉
を

使
っ
て
精
一
杯
表
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
ね
。
言
お
う
と
し

て
い
る
意
味
が
わ
か
っ
て
、
思
わ

ず
プ
ッ
と
笑
っ
た
あ
と
、
一
言
一

言
が
か
わ
い
ら
し
く
て
純
粋
な
言

葉
に
感
激
し
て
し
ま
い
ま
す
。
子

ど
も
っ
て
詩
人
で
す
ね
。

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
特
集

★
シ
ャ
ボ
ン
玉
？

　

金
魚
を
見
て
い
た
Ａ
君

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師　

齋
藤　

洋
子

　　保育所から

こんにちは
こんにちは

♡
142
♡

新
地
保 育 所

　

身
体
が
温
ま
る
入
浴
は
、
冬
の

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、

気
を
つ
け
て
入
浴
し
な
い
と
、
お

年
寄
り
や
生
活
習
慣
病
の
あ
る
人

は
注
意
が
必
要
で
す
。

○
入
浴
時
の
危
険

　

入
浴
時
に
は
次
の
３
つ
が
身
体

の
状
態
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

◆
屋
内
の
温
度
差
・
・
一
般
に
、

冬
に
は
家
庭
の
中
に
は
温
度
差
が
生

じ
ま
す
。
入
浴
す
る
時
は
、
暖
か
い

居
間
か
ら
寒
い
廊
下
や
脱
衣
所
に

行
っ
て
「
血
圧
が
上
が
る
」、
湯
に

入
っ
た
直
後
に
「
さ
ら
に
血
圧
が
あ

が
る
」、
し
ば
ら
く
湯
に
つ
か
っ
て

い
る
と
「
血
圧
が
下
が
る
」、
浴
室

か
ら
寒
い
脱
衣
所
に
出
る
と
「
再
び

血
圧
が
上
が
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

温
度
差
に
よ
っ
て
血
圧
が
大
き
く
変

●
新
入
所
児
健
康
診
断

　

15
日
㈫ 

福
田
保
育
所

　

16
日
㈬ 

新
地
保
育
所

　

17
日
㈭ 
駒
ヶ
嶺
保
育
所

●
新
地
高
校
生
と
の
交
流
会

　

 

23
日
㈬ 

新
地
保
育
所

●
育
児
相
談

　

18
日
㈮ 

福
田
保
育
所

     

〃 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

　

22
日
㈫ 

新
地
保
育
所

１
月
の
行
事
予
定

●一般書 ●児童書

　記憶を一部喪失した
雨村慎介は、自分が死
亡事故を起こした過去
を知らされる。なぜ、
忘れてしまったのだろ
う。事故の状況を調べ
る慎介だが、関係者が
徐々に怪しい動きを見
せ始める…。

『ダイイング・アイ』 東野　圭吾

　「先輩、リボンくださぁ
～い」卓球部女子には、
卒業式に先輩から制服の
リボンを貰う伝統があっ
た。人気があるのは、卓
球のうまさよりも、断然
彼氏持ちの先輩。うつり
ゆく１５歳の気持ちをリ
アルに描いた１年間の物
語。

『リボン』 草野　たき

『虐待の家』 佐藤　万作子
『ニッポンを繁盛させる方法』　　
 島田　紳助・東国原　英夫
『魔物（上・下）』 大沢　在昌
『黒髪』 谷村　志穂
『ママ、笑っていてね　』 猿渡　瞳
『日本は世界で第何位？』 岡崎　大五
 ほか

『猫のラーメン屋』 和田　登
『ゆきだるま』 武鹿　悦子
『ぶたのたね』 佐々木　マキ
『ばけものつかい』 川端　誠
『トリシア、先生になる！？』 南房　秀久
『ふわふわあったか！てぶくろ』 大内　輝雄
 ほか

●ビデオ・DVD
『生きもの地球紀行　豊かな水と深い森』
『ウルトラマンティガ＆ウルトラマンダイナ
　ウルトラマンガイア超時空の大決戦』

ほか

１月の読み聞かせ会
１月19日㈯
午前11時～11時 30分
　図書館ボランティア「スイミー」のみなさんに
よる、絵本の読み聞かせや工作などを行います。
　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。

　　＝新着本のご案内＝
図書館へ行こう図書館へ行こう

▲かわいいつぶやきをたくさん聞かせてね

動
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
管
に
負

担
が
か
か
り
、
脳
出
血
、
不
整
脈
、

立
ち
く
ら
み
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

◆
熱
い
湯
・
・
血
圧
は
、
湯
の
温

度
が
高
い
と
上
昇
し
ま
す
。ま
た
、

熱
い
湯
に
入
る
と
、
発
汗
に
よ
っ

て
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ
、
血
液

が
濃
縮
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

血
流
が
悪
く
な
っ
て
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
一
般
に
42
度
以
上
の
湯
は
危

険
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
圧
・
・
下
半
身
に
水
圧
が
か

か
る
と
、
心
臓
へ
戻
る
血
液
の
量

が
増
え
、
心
臓
が
拡
張
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
心
臓
に
か
か
る
負
担

が
お
お
き
く
な
り
心
臓
の
病
気
が

悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

心
臓
疾
患
が
あ
る
人
は
あ
ま
り
湯

に
深
く
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

安
全
に
入
浴
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　　保育所から

「
あ
っ
、
金
魚
さ
ん
シ
ャ
ボ
ン
玉

出
し
て
る
！
」

　
口
か
ら
あ
わ
ぶ
く
が
出
て
い
ま
し
た
。

★
冬
だ
ね
・
・
・

　

朝
、
手
が
凍
え
て

保
育
士
「
手
が
冷
た
い
ね
〜
。」

子
ど
も
「
私
の
は
？
」

保
育
士
「
冷
た
〜
い
！
」

子
ど
も
「
先
生
、
Ｂ
ち
ゃ
ん
の
手

は
ぬ
る
い
よ
！
」

★
く
る
く
る
ダ
ン
ス
！

　

朝
、
笑
顔
で
登
所
し
て
き
て

子
ど
も
「
あ
の
ね
、
お
家
で
葉
っ

ぱ
が
踊
っ
た
の
！
」

保
育
士
「
へ
〜
、
す
ご
い
ね
。」

子
ど
も
「
う
ん
、く
る
く
る
っ
て
！
」

　

空
に
舞
う
葉
っ
ぱ
す
て
き
だ
ね
。

★
梅
ぼ
し
の
洗
濯
？

　

梅
ぼ
し
の
話
を
し
て
い
る
時

子
ど
も
「
家
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
梅

ぼ
し
洗
濯
し
て
い
る
ん
だ
！
」

梅
ぼ
し
を
わ
ら
だ
に
土
用
干
し
し

て
い
た
と
の
こ
と
。

★
満
タ
ン
？

　

給
食
の
時
間

保
育
師
「
か
ぼ
ち
ゃ
、
お
い
し
い

ね
。
緑
の
栄
養
だ
よ
ね
。」

子
ど
も
「
そ
う
そ
う
、
栄
養
満
タ

ン
だ
よ
。」

　

時
間
に
追
わ
れ
て
忙
し
い
毎
日

で
す
ね
。
で
も
時
に
は
立
ち
止

ま
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
の
目
線

で
一
緒
に
感
動
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
子
ど
も
達
の
感
性
を
大
切
に

し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

『Ｉ　Ｌｏｖｅ　Ｙｏｕ，答えてくれ』
 中島　みゆき
『ゆずのね　１９９７－２００７』 ゆず
『さざなみＣＤ』 スピッツ
 ほか

●ＣＤ

安
全
に
入
浴
す
る
た
め
に
！

図書館カレンダー

は休館日

町図書館
☎62 5031は館内整理日

季節の行事展『成人の日』
１月８日㈫～１月30日㈬まで

『成人の日にお薦めする本』図書の展示・貸出

　図書館で毎月読み聞かせ会を行っている「スイミー」（代
表者：鈴木美代子さん）が、このたび全国優良読書グルー
プ表彰を受賞しました。
　これは、子どもの読書推進運動に貢献し、活躍するグルー
プを表彰するもので昭和43年から実施され、今年で40回目。
「スイミー」は活動開始から 10年、これまでに多くの子ど
もたちに本の楽しさを伝えてきました。その活躍が認めら
れ、今回の受賞となりました。おめでとうございます。

図書館ボランティア「スイミー」が
第40回全国優良読書グループ表彰を受賞

▶ 

読
み
聞
か
せ
会
で
「
生
き
た
こ
と
ば

に
よ
る
耳
か
ら
の
読
書
」
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち

 日 月 火 水 木 金 土
 ６ ７ ８ ９ 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31 １ ２
 ３ ４ ５ 6 7 8 9 

2 月

1 月

安全な入浴方法
　安全に入浴するため
には、入浴中のほか、
入浴前後にも次のよう
な注意が必要です。

入
浴
前

入　

浴　

中

入
浴
後

・ 脱衣所や浴室を暖
めておく
・水分を補給する
・家族に一声かける
・ かけ湯は、浴槽の湯よ
りぬるめのシャワーで
体を湯に慣らす
・ 温めの湯（40℃程度ま
で）で半身浴
・ 湯につかる時間は、合
計で１０～１５分間
・ゆっくりと浴槽から出る

・水分を補給する
・しばらく安静にする
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町
で
は
、
業
務
増
加
に
伴
い
、

登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
保
育
士
・

臨
時
調
理
員
及
び
補
助
員
を
雇
用

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
登
録
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
臨
時
保
育
士　

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方
。（
平
成
20
年
３
月

末
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

方
を
含
む
）

・
保
育
補
助
員　

資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。

・
臨
時
調
理
員　

調
理
員
の
資
格

を
有
す
る
方
。（
平
成
20
年
３
月

末
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

方
を
含
む
）

・
調
理
員
補
助　

資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。

町民課622115、2116／税務課622119／健康福祉課622931、2932、2096／農林水産課622194／農業委員会事務局622195／会計室622128
総務課622111／企画振興課622112／都市計画課622113／建設課622114／議会事務局622190／教育総務課624477／生涯学習課（公民館内）622085

役場直通
電話表

保
育
所
臨
時
職
員
等
を

募
集

登
録
期
間

　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
21
年
３
月
末
日

雇
用
期
間　

６
ヵ
月
以
内
（
た
だ

し
、
こ
の
期
間
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

勤
務
時
間　

保
育
所
職
員
に
同
じ

勤
務
場
所　

各
保
育
所

賃
金　

１
日
当
た
り
町
規
定
の
金

額登
録
・
選
考
方
法

　

書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
勤

務
日
・
場
所
は
後
日
相
談
し
ま
す
。

募
集
期
間

１
月
７
日
㈪
〜
１
月
25
日
㈮

申
込
手
続

①
申
込
用
紙
の
交
付
・
提
出
は
役

場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
臨
時
保
育
士

等
登
録
申
込
用
紙
請
求
」、「
臨
時

nformationi
暮らしの情報

info@shinchi-town.jp

 http://www.shinchi-town.jp

調
理
員
等
登
録
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
90
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
名
明
記
の
定
型
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

　

公
民
館
で
は
、
２
月
17
日
㈰
に

町
総
合
体
育
館
で
開
催
す
る
「
わ

く
わ
く
ド
キ
ド
キ 

町
民
体
力
測

定
」
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時　

２
月
17
日
㈰

　
　
　

９
時
〜
12
時

場
所　

新
地
町
総
合
体
育
館

対
象
者　

町
内
に
住
む
20
歳
〜
79

歳
ま
で
の
健
康
な
方

実
施
種
目　

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
何
歳
？

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
町
民

体
力
測
定
参
加
者
募
集

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・

補
助
員
を
募
集

　

町
で
は
、
登
録
者
の
中
か
ら
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
・
補

助
員
を
雇
用
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
登
録
で
き
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格

・
指
導
員　

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
又
は
学
校
教
員
の
資
格
を
有
す

る
方
。

・
補
助
員　

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

登
録
期
間

　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
21
年
３
月
末
日

雇
用
期
間　

６
ヵ
月
以
内
（
た
だ

し
、
こ
の
期
間
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

勤
務
時
間

【
平
日
】　

午
後
１
時
〜
６
時

【
土
曜
日
・
学
校
休
校
日
】

　

午
前
８
時
〜
午
後
１
時

20歳になったら国民年金に加入しましょう
　20 歳から 60 歳までのすべての方は、国民年金に加入し、
保険料を納める義務があり、老後等に年金を受け取る権利が
あります。
　将来、あかるく豊かな老後を送り、安心して年金を受け取
るためには、保険料を未納にしないことが重要です。納める
のが困難な場合には、学生納付特例や若年者納付猶予などの
免除制度をご利用ください。（免除該当から 10 年以内に保険
料を納めれば、免除せず納めた時と同じ扱いとなります）
　また、免除や未納がある方は、すべて納付した方に比べ、
年金受給額が減ったり、未納が多い場合は受給できないこと
があります。このようなことが起こ
らないように、きちんとした手続き
と納付が大切です。
　詳しい内容と手続きについては、
役場健康福祉課（☎62２９３２）に
お問い合わせください。

申
込
方
法　

新
地
公
民
館
・
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ

法
務
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
開
設

　

法
務
局
で
は
、
登
記
、
人
権
擁

護
な
ど
の
各
業
務
に
つ
い
て
、
皆

さ
ま
か
ら
気
軽
に
ご
相
談
で
き
る

よ
う
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈰

　
　
　

10
時
〜
16
時

場
所　

福
島
地
方
法
務
局
相
馬
支

局内
容　

夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、

虐
待
・
体
罰
・
い
じ
め
の
問
題
、

遺
産
相
続
、
土
地
の
問
題
な
ど

担
当
者　

法
務
局
職
員
、公
証
人
、

人
権
擁
護
委
員

電
話
で
の
相
談

・
０
２
４

５
３
４

２
０
２
１

・
０
２
４

５
３
６

１
１
５
５

・
０
２
４

５
３
６

１
１
７
４

◉
問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

局
相
馬
支
局
（
☎
36
３
４
１
３
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
６
時

勤
務
場
所　

各
児
童
ク
ラ
ブ

賃
金　

１
時
間
当
た
り
町
規
定
の

金
額

登
録
・
選
考
方
法

　

書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
勤

務
日
・
場
所
は
後
日
相
談
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

１
月
７
日
㈪
〜
１
月
25
日
㈮

申
込
手
続

①
申
込
用
紙
の
交
付
・
提
出
は
役

場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
等
登
録
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
90
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
名
明
記
の
定
型
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

レ
ン
ジ
し
ん
ち
」
事
務
局
（
新
地

町
総
合
体
育
館
内
）
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

１
月
７
日
㈪
〜
２
月

１
日
㈮

参
加
費　

無
料

準
備
物　

当
日
は
、
運
動
し
や
す

い
服
装
と
運
動
靴
（
上
履
き
）
着

用
。
飲
み
物
や
タ
オ
ル
な
ど
を
準

備
し
て
下
さ
い
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
地
公
民
館
（
☎
62
２
０
８
５
）

（FAX

62
２
１
７
２
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ん
ち
」
事
務
局

新
地
町
総
合
体
育
館
内

　
　
　
　
　
（
☎
63
２
２
０
０
）

　
　
　
　
　
（FAX

63
２
２
０
１
）▲昨年の体力測定

電子証明書の取得はお早めに！
　平成 19年度税制改正で電子証明書を有する個人の電子申告に係る所得税額の特別控除制度が創設
されました。
　これは、ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）を利用して平成 19 年分又は 20 年分（いず
れか１回）の所得税の確定申告書を申告期限（平成 19 年分は平成 20 年３月 17 日、平成 20 年分は
平成 21 年３月 16 日）までに、本人の電子署名と電子証明書とを併せて送信した場合に、所得税額
から５，０００円（その年分の所得税額を限度）を控除できるというものです。
　電子証明書は、役場町民課の「公的個人認証サービス」にて発行されており、住民が安心してイ
ンターネットを通じて国や地方の行政機関が行う電子申請・届出等の行政サービスを受けるために
利用するものです。
なお、電子申告をする際にはＩＣカードリーダライタが別途必要になります。
　電子証明書の取得：新地町に住民登録している方で、住民基本台帳カード（住基カード）を入手し、
申請書等を提出して取得できます。（発行手数料として、住基カード５００円・電子証明書５００円
が必要となります。）
ＩＣカードリーダライタ：家電量販店やインターネット販売で入手できます。
　詳細な情報については、下記のホームページをご覧ください。
【住基カード】http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/jukicard.html
【電子証明書（公的個人認証サービス）】http://www.jpki.go.jp/index.html
【ＩＣカードリーダライタ】http://www.jpki-rw.jp/
【e-Tax（国税電子申告・納税システム）】http://www.e-tax.nta.go.jp/
　住基カード、電子証明書の取得方法につきましては、下記窓口にお問い合わせください。
◉申し込み・問い合わせ　町民課（☎62２１１５）

対　　象 内　　容

20歳～64歳
握力測定・上体起こし・長
座体前屈・立ち幅跳び・反
復横飛び・急歩（全６種目）

65歳～79歳

握力測定・上体起こし・長
座体前屈・10 ｍ障害物歩行・
開眼片足立ち・６分間歩行
　　　　　　　（全６種目）



⒂　Ｈ 20．１．５． Ｈ 20．１．５．⒁

　平成20年　1　月
１
〃

13

鹿狼山元旦登山 （新地町　鹿狼山）
釣師の浜から「初日の出」を見る会
 （新地町　釣師浜）
鎮火祭（火伏祭）
 （～１４日 南相馬市鹿島区　鹿島御子神社）

14
〃
26

いちご狩り （～６月１日 相馬市　和田観光いちご園）
どんと祭 （相馬市　長友グラウンド）
生涯学習フェスティバル
 （～27日　新地町　農村環境改善センター）

２　月
９ 海の味まつり・カニ

 （～１０日 相馬市 水産物直売センター）
23 そうま音楽夢工房 仙台フィル室内楽の夕べ

 （相馬ユートピア）

３　月
中旬 松川浦開き・潮干狩り解禁 （相馬市）

４　月
上旬
中旬

桜まつり （～中旬　相馬市　馬陵公園）
万葉の里かしま春まつり （南相馬市鹿島区内） 29

第１８回スポーツ少年団対抗はやま湖駅伝競走全国
大会 （飯舘村　真野ダム周辺）

相馬地方 イベントカレンダーイベントカレンダー 平成 19 年 11 月末現在

謹
賀
新
年

※詳しくは、各市町村役所（役場）等へお問い合わせください。
編集（平成20年１月）　相馬地方広域市町村圏組合　〒976-8601　相馬市中村字大手先１３

TEL 35-0211　FAX 36-8932

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
組
合
行
政
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
取
り
組
む
べ

く
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
地
域

住
民
が
豊
か
で
住
み
よ
い
圏
域
を
つ
く

る
た
め
、
構
成
市
町
村
と
の
連
携
の
も

と
、
広
域
消
防
に
よ
る
救
急
・
防
災
業

務
や
地
域
医
療
の
担
い
手
を
育
成
す
る

相
馬
看
護
専
門
学
校
の
拡
充
、
さ
ら
に

は
広
域
観
光
等
に
的
確
に
対
応
し
た
組

合
行
政
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

相
馬
地
方
の
み
な
さ
ま
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
20
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
ご
ろ
よ
り
本
組
合
行
政
伸
展
の
た

め
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
潟
中
越
沖
地
震
を
は
じ

め
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
、
改
め

て
防
災
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
構
成
市
町
村
の
財
政
も

地
方
交
付
税
の
削
減
等
に
よ
っ
て
極
め

て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
広
域
消
防
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
南
相
馬
消
防
署
へ
の

最
新
式
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

配
備
や
、
相
馬
看
護
専
門
学
校
の
運
営

強
化
に
努
め
る
な
ど
、
組
合
行
政
に
対

す
る
期
待
に
応
え
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で

管
理
者　

南
相
馬
市
長

渡　

辺　

一　

成

相馬地方広域情報 No.39

ふるさと　そうま　NET２１ 母と子の健康
（平成20年1月11日～2月18日）
健康診査等 対　象　者 日　時 受付時間

母子手帳
交　　付

妊娠とわかったら、
なるべく早く母子
健康手帳の交付を
受けましょう

1/11㈮
1/25㈮
2/ 1㈮

午前9時～
10時

3ヵ月児
健　　診

平成19年 8月 20日～
10月 22日生まれ 1/18㈮ 午後12時 30分

～ 1時
離 乳 食
相 談 会

平成19年 5月～
8月生まれ 1/16㈬ 午前 9時 45分

～ 10時

10ヵ月児・
１歳児健診

平成19年4月～5月生まれ
平成18年12月～
平成19年1月生まれ

2/ 4㈪ 午後１時～
１時 15分

１歳6ヵ月児
歯科健診

平成18年 5月～
7月生まれ 2/18㈪ 午後１時～

１時 15分
３ 歳 児
健　　診

平成16年 7月～
9月生まれ 1/21㈪ 午後１時～

１時 15分

◎場所は保健センター

水道水道 業者修理当番

※平日の修理は指定工事店にお申し込み下さい。

月　日 業　者　名 電話番号

１月12日～ 13日 ㈱セントラル住設 36３３８０

山内工業㈱ 36２８２６

㈲斉藤設備 36２８６８
14日 ㈲佐藤水道設備 62３４９２

㈱大場設備 36６１１１

㈲伸栄設備 36６５００
19～ 20日 桜井設備工業㈱ 62４７７８

㈱加藤設備工業 35３４５４

㈱公水設備 46２８２４
26～ 27日 ㈱コハタ 36４７１１

鹿島水工㈱ 46４１１０
２月２日～３日 ㈲サンリット工業 62２３４６

㈲オオタ設備 35２６７７
９日～10日 ㈲佐藤水道設備 62３４９２

山内工業㈱ 36２８２６

㈲斉藤設備 36２８６８
11日 桜井設備工業㈱ 62４７７８

㈱セントラル住設 36３３８０

㈲伸栄設備 36６５００

善
意
あ
り
が
と
う

善
意
あ
り
が
と
う

たんぽぽひろば

・活動時間は午前10時からです。
・ 月～土（午前10時～12時）は「なかよし
ひろば」として児童館を開放しています
のでご利用ください。

月　　日 内　　容 場　　　所

1 月 9 日㈬ 保育所活動 福田保育所
23 日㈬ パネルシアター 児童館
30 日㈬ 自主活動 児童館

2月 13 日㈬ クッキーづくり 保健センター

◆
一
般
寄
付
金
へ

　

㈱
ト
ー
ヨ
ー
建
設
・
㈱
ト
ー

ヨ
ー
不
動
産
よ
り

◆
地
域
福
祉
基
金
へ

　

故
竹
澤
こ
ま
よ
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
竹
澤
正
美
さ
ん（
大
戸
浜
）

よ
り

◆
教
育
振
興
寄
付
金
へ

　

新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ

り
、
㈲
相
馬
ブ
レ
ー
ド
・
㈱
エ
フ

ジ
ェ
ッ
ト
よ
り

◆
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

　

故
竹
澤
こ
ま
よ
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
竹
澤
正
美
さ
ん（
大
戸
浜
）

【
電
気
ハ
カ
セ
を
め
ざ
そ
う
！
！
】

日
時　

１
月
20
日
㈰

午
前
の
部　

11
時
〜
12
時

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、
発
電

所
構
内

内
容　

発
電
所
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
、

発
電
の
し
く
み
体
験
（
発
電
模
型

や
手
回
し
発
電
な
ど
）、
ス
タ
ッ

フ
案
内
に
よ
る
発
電
所
構
内
の
見

学
を
実
施

対
象　

一
般
（
未
就
学
児
は
保
護

者
同
伴
）

定
員　

午
前
・
午
後
各
25
名

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

当
日
受
付

【
心
と
体
の
癒
し
空
間
】

日
時　

２
月
17
日
㈰

午
前
の
部　

10
時
〜
12
時

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

内
容　

佳
香
式
呼
吸
法
、
足
の
リ

フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
（
冷
え
対
策
）、

そ
の
他
美
容
や
健
康
に
役
立
つ
生

活
の
ヒ
ン
ト

講
師　

エ
タ
ル
ニ
テ
グ
ル
ー
プ　

ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン

代
表　

井
上　

佳
香
氏

対
象　

20
歳
以
上

定
員　

午
前
・
午
後
各
25
名

参
加
料　

無
料

持
参
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
ハ
ン
ド

タ
オ
ル

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

イ
ベ
ン
ト
情
報

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
希
望
時
間
帯

を
記
載
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
名
の

申
し
込
み
と
し
ま
す
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

〒
９
７
９―

２
６
１
１

新
地
町
駒
ヶ
嶺
字
今
神
１―

１

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
『
心
と
体
の
癒

し
空
間
』
係

応
募
締
切　

　

２
月
４
日
㈪
消
印
有
効

　

応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情

報
は
、
応
募
に
関
す
る
案
内
の
目

的
の
み
で
利
用
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
☎
62
４
７
２
２
）

よ
り
／
故
菅
野
セ
ツ
エ
さ
ん
の
ご

遺
志
と
し
て
菅
野
利
夫
さ
ん
（
中

島
）
よ
り

◆
新
地
ホ
ー
ム
へ

寄
付　

加
藤
春
男
さ
ん（
岡
）よ
り
、

佐
藤
國
雄
さ
ん
（
富
倉
）
よ
り
、

菅
野
利
夫
さ
ん
（
中
島
）
よ
り
、

目
黒
伸
雄
さ
ん
（
杉
目
）
よ
り
、

新
地
高
校
よ
り

慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
26
回
53
人

／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
３
人
／
新

地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２
人

／
レ
マ
ン
の
会
１
回
２
人
／
新
地

高
校
２
回
12
人
／
新
地
町
漁
協
女

性
部
１
回
３
人
／
仁
科
静
夫
さ
ん

毎
週
木
曜
日
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広　報

２
０
０
８
年
１
月
５
日

N
o.

４
３
９

再生紙使用

住民基本
台帳調べ（ ）

12月１日現在（　）は前月比
●人　口／8,602人（－ 11人）
　　男　／4,217人（－ 3人）
　　女　／4,385人（－　8人）
●世帯数／2,602世帯（＋ 2世帯）

人の動き

消　息 （平成１9年 11 月２１日～平成１9年 12 月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

 （子供） （親） （地区）

 生
い ぶ き

武貴 森　　英智・幸　江 菅　谷
 和

わ か な

佳奈 新明　和雄・智　子 小　川
 心

ま ひ ろ

優 伊藤　貴祥・真由美 今　神
 す　ず 佐藤　　豊・さつき 藤　崎
 優

ゆ づ き

月 後藤　直之・友　美 富　倉
 雄

ゆ う ひ

陽 星　浩一郎・幸　恵 藤　崎◆新年あけましておめでとうございます。今年も「広報
しんち」をよろしくお願いいたします。
　昨年末、町内のあちらこちらで、綺麗に輝くイルミネー
ションを見に行きました。その中で、ひときわ目立って
いた２件を取材しましたのでご紹介します。 （敬）

●先日用事があり、猪苗代に行ってきました。行ってみ
ると、風景全てが銀世界にうれしくなり、４年ほどお休
みしているスノーボードを今年はちょっと再開してみよ
うかなぁと思いました。 （貴）

 （死亡者） （年齢） （地区） （死亡者） （年齢） （地区）
竹澤こまよ 101 歳 大戸浜 目黒　健男 78 歳 小　川 
菅野セツエ 93 歳 中　島 菅野　　仁  92 歳 小　川 
渡邊今朝夫 71 歳 大戸浜 神内みよし 87 歳 小　川
寺島　康子 78 歳 原相善 蛯原　　晋 66 歳 中　島

今月の
納 税

●町県民税 第４期分
●国民健康保険税 第７期分
※口座振替の方は預金残高をご確認ください。

　年末年始における交通事故防止県民
総ぐるみ運動と街頭犯罪等の抑止活動
出動式が12月 10日、役場前駐車場
で関係者約１００人が参加して行われ
ました。
　出動式では、町長、相馬警察署長、
相馬地区交通安全協会長のあいさつの
後、新地町交通指導員会菅野正實会長
による出動報告がありました。
　式終了後、白バイ２台を先頭に、広
報車両が町内をパレード、事件事故防
止を呼びかけました。

▶ 

「
美
容
室
た
に
（
代
表　

谷
隆
さ
ん
）」
の
自

宅
裏
広
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
11
月

下
旬
ご
ろ
か
ら
元
旦
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
も
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
、
ま
る
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
パ

レ
ー
ド
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

▶ 

「（
有
）
相
馬
ブ
レ
ー
ド
（
代
表　

藤
田

修
さ
ん
）」
自
宅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

冬
の
夜
空
に
幻
想
的
な
光
が
輝
き
、
ま
る

で
夢
の
お
城
の
よ
う
で
し
た
。
今
年
は
１

月
末
ま
で
点
灯
す
る
そ
う
で
す
。

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動出動式


